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私が、ご説明いたします

1

リハビリテー
ション部

リハビリテーション部の現状と展望

専門は整形外科です

が、リハビリ部長職を

拝命しています。以前

に、リハビリ専門病院

として先駆けとなった

水俣の湯之児病院（現在は水俣総合医療センター

に統合）に長らく勤務しておりました。その当時の

経験を生かしながら、当院のリハビリ部門の発展

に寄与できたらと思っております。

赤城　哲哉

リハビリテーション部長

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
と
は

特 集

　

略
し
て
言
語
療
法
と
も
呼
ば
れ
ま
す
が
、コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン（
話
す
こ
と
・
聴
い
て
理
解
す
る
こ

と
な
ど
）の
障
害
と
、摂
食
・
嚥
下
機
能（
食
べ
た
り

飲
ん
だ
り
す
る
こ
と
な
ど
）の
障
害
に
対
し
て
行

な
う
リ
ハ
ビ
リ
で
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
、発
声
・
発

音
練
習
や
、単
語
・
文
を
聞
い
て
理
解
す
る
、物
の
名
前

を
思
い
出
し
言
葉
に
す
る
練
習
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

嚥
下
の
リ
ハ
ビ
リ
で
は
口
の
中
を
清
潔
に
し
、咀

嚼
し
て
飲
み
込
む
た
め
の
運
動
を
行
な
い
ま
す
。

　

ま
た
よ
り
安
全
に
食
べ
ら
れ
る
よ
う
姿
勢
や

介
助
法
、食
べ
物
の
適
切
な
形
態
な
ど
の
指
導
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（R

e
h

a
b

ilita
tio

n

）と

は
、Re

（
再
び
）ha

b
ilita

te

（
ふ
さ
わ
し
い
・
適
し

た
）atio

n

（「
状
態
」に
す
る
）が
１
つ
に
な
っ
た

言
葉
で
す
。本
来
は
社
会
的
権
利
・
資
格
・
名
誉
の

回
復
を
意
味
し
、社
会
復
帰
・
更
生
・
療
育
の
語
が

当
て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

最
近
で
は
、身
体
に
障
害
を
受
け
た
方
が
再
び

社
会
生
活
に
復
帰
す
る
た
め
の
、総
合
的
な
治
療

的
訓
練
や
援
助
の
事
を
指
し
ま
す
。身
体
的
な
機

能
回
復
訓
練
の
み
に
と
ど
ま
ら
ず
、精
神
的
・
職
業

的
な
復
帰
の
た
め
の
援
助
も
含
み
、リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン（
以
下
リ
ハ
ビ
リ
）と
総
称
さ
れ
る
こ
と
が

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。リ
ハ
ビ
リ
医
療
に
は
、理
学

療
法（
P
T
）・
作
業
療
法（
O
T
）・
言
語
聴
覚
療
法

（
S
T
）な
ど
の
治
療
法
に
よ
り
構
成
さ
れ
ま
す
。

　

理
学
療
法
で
は
、基
本
動
作（
寝
返
り
・
起
き
上

が
り
・
立
ち
上
が
り
・
歩
く
）能
力
の
回
復
を
目
的

に
、運
動
療
法
と
物
理
療
法
を
行
な
い
ま
す
。

　

運
動
療
法
の
種
類
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、関
節

可
動
域
訓
練
・
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
基
本
動
作
練

習
・
歩
行
訓
練
・
階
段
昇
降
訓
練
・
バ
ラ
ン
ス
練
習
・

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
が
含
ま
れ
ま
す
。

　

物
理
療
法
と
は
物
理
的
手
段（
温
熱
、寒
冷
、光
線
、

水
治
、電
気
、力
学
）に
よ
っ
て
、痛
み
を
和
ら
げ
、関

節
の
動
き
を
良
く
す
る
治
療
法
で
す
。当
院
で
は
、

物
理
療
法
と
し
て
、ホ
ッ
ト
パ
ッ
ク
・
干
渉
波
・
低
周

波
・
牽
引（
頚
椎
・
腰
椎
）な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

作
業
療
法
で
は
生
活
能
力
の
獲
得
を
目
的
に
、

作
業
活
動
を
通
じ
て
障
害
の
回
復
を
促
す
練
習
を

行
い
ま
す
。

　

こ
の
練
習
に
は
、リ
ハ
ビ
リ
室
で
の
作
業
練
習
や
、

病
棟
で
の
歯
磨
き
、洗
顔
、着
替
え
、ト
イ
レ
動
作

な
ど
生
活
に
即
し
た
練
習
が
含
ま
れ
ま
す
。ま
た
、

自
宅
生
活
を
想
定
し
た
家
事
動
作
や
和
室
で
の
動

作
練
習
も
行
い
ま
す
。

　

患
者
様
が
安
全
で
よ
り
良
い
生
活
が
送
れ
る

よ
う
、日
常
生
活
上
必
要
な
自
助
具
の
提
案
も
行

な
っ
て
い
ま
す
。

施
設
基
準

●
理
学
療
法
と
は

PT:Physical Therapy

●
言
語
聴
覚
療
法
と
は

ST:Speech-Language-H
earing Therapy

●
作
業
療
法
と
は

O
T: O

ccupational Therapy

　

当
院
で
は
、施
設
基
準
と
し
て 

脳
血
管
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ⅰ
）、運
動
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン（
Ⅰ
）、呼
吸
器
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン（
Ⅰ
）の
承

認
を
受
け
て
い
ま
す
。

リハビリ医療

PTPhysical Therapy

OT STOccupational
Therapy

理学療法

作業療法
Speech-

Language-Hearing
Therapy

言語
聴覚療法



今
後
の
展
望『
訪
問
リ
ハ
ビ
リ

テ
ー
シ
ョ
ン
』に
つ
い
て

　

理
学
療
法
士（
P
T
）
30
名
、作
業
療
法
士（
O
T
）

18
名
、言
語
聴
覚
士（
S
T
）7
名
、リ
ハ
助
手（
ケ
ア

ワ
ー
カ
ー
）2
名
が
在
籍
し
て
お
り
、患
者
様
の
リ
ハ

ビ
リ
に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。特
に
、回
復
期
病
棟
に
は
そ

の
う
ち
6
名
が
専
従（
専
任
）ス
タ
ッ
フ
と
し
て
関
与

し
、早
期
か
ら
の
リ
ハ
ビ
リ
加
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、熊
本
県
よ
り
宇
城
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
広
域
支
援
セ
ン
タ
ー
の
指
定
を
受
け
、専
従

の
ス
タ
ッ
フ
が
宇
城
市
と
美
里
町
の
介
護
予
防
事

業
等
に
か
か
わ
り
、絶
え
間
な
い
リ
ハ
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
し
て
い
ま
す
。

　

当
院
で
リ
ハ
ビ
リ
を
行
っ
て
い
る
主
な
対
象
疾

患
は
、①
脳
卒
中
そ
の
他
脳
疾
患
・
脳
外
傷
、②
脊

髄
損
傷
そ
の
他
脊
髄
疾
患
、③
骨
折
お
よ
び
リ
ウ

マ
チ
を
含
む
骨
関
節
疾
患
、④
脳
性
麻
痺
を
含
む
小

児
疾
患
、⑤
神
経
・
筋
疾
患
、⑥
切
断
、⑦
呼
吸
・
循
環

器
疾
患
、⑧
そ
の
他（
終
末
期
リ
ハ
ビ
リ
）で
す
。

　

当
院
の
病
床
数
は
2
0
4
床
で
す
が
、回
復
期

病
棟（
56
床
）と
地
域
包
括
ケ
ア
病
棟（
50
床
）を
中

心
に
、ほ
と
ん
ど
の
入
院
患
者
さ
ん
に
対
し
て
リ
ハ

ビ
リ
加
療
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
は
利
用
者
が
可
能
な
限
り
自
立

し
た
日
常
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
理

学
療
法
士
や
、作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士
な
ど
が

利
用
者
の
自
宅
を
訪
問
し
、心
身
機
能
の
維
持
回

復
や
A
D
L
の
自
立
に
向
け
た
リ
ハ
ビ
リ
を
行
な

い
ま
す
。当
院
で
は
長
期
間
の
リ
ハ
ビ
リ
加
療
が
可

能
な
体
制
を
と
っ
て
お
り
、回
復
期
病
棟
に
は（
疾

患
に
も
よ
り
ま
す
が
）原
則
最
長
1
8
0
日
、ま
た

地
域
包
括
ケ
ア
病
棟
に
は
60
日
の
入
院
が
可
能
で

あ
り
ま
す
。し
た
が
っ
て
、そ
の
間
の
リ
ハ
ビ
リ
は

十
分
で
き
ま
す
が
、退
院
後
来
院
さ
れ
な
く
な
っ
た

患
者
さ
ん
の
フ
ォ
ロ
ー
は
全
く
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

A
D
L
が
確
立
さ
れ
ず
に
自
宅
退
院
と
な
っ
た
患

者
さ
ん
に
つ
い
て
は
予
後
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

当
院
は
D
P
C
採
用
の
急
性
期
病
院
で
も
あ
り

ま
す
が
、地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て
の
機
能
も

有
し
て
お
り
、地
域
医
療
の
一
環
と
し
て
訪
問
リ
ハ

ビ
リ
の
必
要
性
を
感
じ
ま
す
。訪
問
リ
ハ
ビ
リ
が
提

供
す
る
意
義
は
単
に
退
院
後
の
機
能
低
下
予
防
の

み
で
な
く
、回
復
期
リ
ハ
ビ
リ
に
続
く
、在
宅
に
お

け
る
機
能
維
持
の
為
の「
生
活
期
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ

ョ
ン
」と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

　

当
院
で
現
在
行
な
っ
て
い
る
、退
院
前
・
後
の
自
宅

訪
問
の
延
長
と
し
て
も
、訪
問
リ
ハ
ビ
リ
の
実
施
に

つ
い
て
考
え
る
時
期
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
紹
介

対
象
疾
患
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リハビリ治療患者数の
推移（平成26年度）

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

1月

2月

3月

入院

117

159

153

168

155

148

167

143

187

176

165

156

外来

22

16

21

22

21

23

24

22

19

22

18

20

計

139

175

174

190

176

171

191

165

206

198

183

176

2

自宅訪件数の推移
（平成26年度）

4月
5月
6月
7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月
計

退院前
11
8
13
12
10
9
11
9
9
9
4
8
113

退院後
0
0
0
2
1
0
0
0
0
0
0
1
4



　

こ
ん
に
ち
は
、宇
城
総
合
病
院
で
感
染
管
理
業

務
を
行
っ
て
い
る
、森
﨑
で
す
。つ
い
こ
の
間
ま
で
の

ポ
カ
ポ
カ
陽
気
が
、冬
ら
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

寒
く
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
や
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

感
染
な
ど
の
感
染
症
が
多
く
な
り
ま
す
。そ
こ
で
本

日
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　

平
成
27
年
9
月
30
日
、厚
生
労
働
省
医
薬
食
品
局

食
品
安
全
部
監
視
安
全
課
長
通
知「
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
食
中
毒
の
予
防
に
つ
い
て
」に
よ
り
、こ
れ

ま
で
検
出
例
の
少
な
い
遺
伝
子
型（
G
Ⅱ
・
17
）の

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
つ
い
て
注
意
喚
起
が
あ
り
ま
し

た
。国
立
感
染
症
研
究
所
に
よ
る
と
、こ
の
秋
以
降

発
生
し
て
い
る
集
団
感
染
事
例
に
つ
い
て
、地
方

衛
生
研
究
所
で
検
査
を
実
施
し
検
出
さ
れ
て
い
る

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
ほ
と
ん
ど
が
G
Ⅱ
・
17
で
あ
り
、

今
シ
ー
ズ
ン
の
主
流
と
な
る
見
通
し
と
し
て
お
り
、

流
行
が
拡
大
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。加
え
て
、

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
G
Ⅱ
・
17
に
つ
い
て
は
、こ
れ
ま
で

の
流
行
の
主
体
で
あ
っ
た
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
G
Ⅱ
・
4

と
比
較
し
て
、現
在
市

中
で
使
用
さ
れ
て
い

る
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
迅

速
診
断
検
査
キ
ッ
ト

（
I
C
キ
ッ
ト
）に
よ
る

『
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
』

検
出
感
度
が
低
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
こ
と
か
ら
、国
立
感
染
症
研
究
所
は
、同
診
断
キ
ッ

ト
を
用
い
た
場
合
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
感
染
症

と
診
断
さ
れ
ず
感
染
予
防
対
策
の
遅
れ
に
つ
な
が
る

恐
れ
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し
て
い
ま
す
の
で
十

分
ご
注
意
下
さ
い
。

　

た
だ
、新
し
い
遺
伝
子
型
の
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

も
原
因
や
症
状
、感
染
対
策
は
同
じ
で
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル

ス
は
手
指
や
食
品
な
ど
を
介
し
て
、口
か
ら
体
内
に
入

る
こ
と
に
よ
っ
て
感
染
し
、腸
の
中
で
増
殖
し
、お
う
吐
、

下
痢
、腹
痛
な
ど
を
起
こ
し
ま
す
。ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に
汚

染
さ
れ
た
二
枚
貝
な
ど
の
食
品
を
十
分
加
熱
し
な
い

ま
ま
食
べ
た
り
し
て
感
染
す
る
ほ
か
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
た
人
の
手
や
つ
ば
、ふ
ん
便
、お
う
吐
物
な
ど

を
介
し
て
、二
次
感
染
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

　

ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
予
防
法
は
、ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

を「
持
ち
込
ま
な
い
」「
広
げ
な
い
」「
つ
け
な
い
」

「
や
っ
つ
け
る
」の
4
つ
の
こ
と
が
原
則
に
な
り
ま
す
。

　

ウ
イ
ル
ス
に
感
染
し
な
い
こ
と
が
1
番
で
す
が
、

感
染
し
た
ら
、仕
事
を
休
む「
仕
事
場
に
ウ
イ
ル
ス
を

持
ち
込
ま
な
い
」、調
理
を
し
な
い「
調
理
場
に
ウ
イ

ル
ス
を
持
ち
込
ま
な
い
」こ
と
が
重
要
で
す
。そ
の
為

に
は
日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
健
康
状
態
の
把
握
を
行

い
、お
う
吐
や
下
痢
の
症
状
が
あ
る
場
合
な
ど
は
仕

事
や
調
理
を
行
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、ウ
イ
ル
ス
が
職
場
や
調
理
場
内
に
持
ち

込
ま
れ
て
も
、そ
れ
が
物
や
食
品
に
付
着
し
な
け
れ

ば
食
中
毒
に
至
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。こ
ま
め
な

手
洗
い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。ド
ア
ノ
ブ
や
手
す
り
な
ど

の
何
回
も
手
が
触
れ
る
所
は
消
毒
剤（
で
き
れ
ば
0.02
％

次
亜
塩
素
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
）で
1
日
複
数
回
拭
き
取

り
ま
し
ょ
う
。ま
た
、ふ
き
ん
や
ま
な
板
、包
丁
な
ど

の
調
理
器
具
は
、洗
剤
で
よ
く
洗
っ
た
後
、熱
湯
消
毒

を
定
期
的
に
行
い
ま
し
ょ
う
。

　

ウ
イ
ル
ス
を
物
や
食
べ
物
に
付
け
な
い
よ
う
に
、ト

イ
レ
の
後
・
オ
ム
ツ
交
換
の
後
・
調
理
の
前
・
食
卓
に
着

く
前
は
、必
ず
手
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。手
に
付
着
し
た

細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
、水
で
洗
う
だ
け
で
は
取
り
除
け

ま
せ
ん
。石
け
ん
を
使
っ
て
十
分
に
泡
だ
て
、指
の
間
、

指
先
、爪
の
間
、手
首
を
洗
い
ま
し
ょ
う
。特
に
親
指
は

洗
い
残
し
が
多
く
念
入
り
に
洗
っ
て
下
さ
い
。洗
い
終

わ
っ
た
ら
十
分
に
水
で
洗
い
流
し
、清
潔
な
タ
オ
ル
や

ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で
よ
く
拭
き
取
っ
て
乾
か
し
ま
す
。

▲GⅡ.17 イメージ図
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感染だより

Infection Letter
Norovirus infection

Measures

す
。こ

に
は
日
頃
か
ら
健
康
管
理
や
健

日
頃
か
ら

康
状
態
の
把
握

管
理
や
健

持
ち
込
ま
な
い

持
ち
込
ま
な
い

健
康
状
態
の
把
握
・
管
理
！

つ
け
な
い

つ
け
な
い

洗
う
！
分
け
る
！

広
げ
な
い

広
げ
な
い

手
洗
い
、定
期
的
な
消
毒
・
清
掃
！



推定伝播経路別ノロウイルス感染集団発生の月別推移、2010/11…2015/16シーズン
集団発生病原体票での報告（病原微生物検出情報：2015年11月18日現在報告数）

　早朝に当院を出発し、向かったのは荒尾市にある万田抗。今年、

世界遺産に登録されたことでも有名です。案内のスタッフの方が

丁寧にわかりやすく説明してくださり、患者さんも熱心に聞き入っていました。次に訪れたのは同じく荒尾市にある宮崎

兄弟資料館。宮崎兄弟や孫文に関する資料がたくさんあり、勉強になりました。

　小腹も空いてきたところで、河内で梨狩りを楽しみました。収穫した梨を皆

でおいしく頂きました。天候にも恵まれ、とても楽しいバス旅行でした。

糖尿病友の会「うきうき会」

行 っ て き ま し た !!

糖尿病友の会「うきうき会」は発足して約9年になります。会員数も徐々に増え、
現在は総数39名で活動を行っています。今年も、会長の吉田さんが中心となって
日帰り旅行を企画し、皆で行ってきました。

トピックス

甘くておいしい梨に皆さんご満悦な様子。宮崎兄弟資料館では、生家のかやぶき屋
根のふき替え工事が終わったばかりで、
とてもきれいでした。

万田抗の建物の中はヘルメットをかぶっ
ての見学。皆さん真剣です。

（管理栄養士　北原麻希子）

　

ほ
と
ん
ど
の
細
菌
や
ウ
イ
ル
ス
は
加
熱
に
よ
っ

て
死
滅
し
ま
す
の
で
、肉
や
魚
は
も
ち
ろ
ん
、野
菜

な
ど
も
加
熱
し
て
食
べ
れ
ば
安
全
で
す
。特
に
二
枚

貝
や
肉
料
理
は
中
心
ま
で
よ
く
加
熱
す
る
こ
と
が

大
事
で
す
。中
心
部
を
90
℃
で
1
分
以
上
加
熱
す
る

こ
と
が
目
安
に
な
り
ま
す
。手
洗
い
な
ど
は
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
に
も
役
立
ち
ま
す
の
で
、冬
場
の
感

染
対
策
に
生
か
し
て
く
だ
さ
い
。

（
感
染
管
理
認
定
看
護
師　

森
﨑
清
司
）

参考資料 厚生労働省/感染性胃腸炎について　国立感染症研究所/感染性胃腸炎発生状況
政府広報オンライン/冬の感染症にご注意 インフルエンザ＆ノロウイルス特集
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や
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　当院のリハビリテーション部には、理学療法科、作業療法科、言語聴覚療法科の

3科があります。今回は、言語聴覚療法科についてご紹介いたします。言語聴覚療法

科には現在7名の言語聴覚士が在籍し、成人から小児まで幅広く言語聴覚療法を

展開しています。言語聴覚療法の１つとして、摂食・嚥下リハビリテーションがあり

ます。当院の回復期リハビリテーション病棟では、言語聴覚士が昼食や夕食の食事

時間に介入し、食事形態の決定や食事摂取時の姿勢の調整、安全な摂取方法の指

導などを行っています。言語聴覚士が食事時間に介入することで、義歯が適合して

いるか、自歯がどれくらい残っているかなど咀嚼能力を判断し、１口大カットが良い、トロミの段階はもう一段階上げた方が良

い等、細かい問題がタイムリーに解決できます。看護師やケアワーカーとの良い情報交換の場でもありチーム医療の一助とな

っています。また、必要に応じて回復期リハビリテーション病棟以外の病棟でも同様に食事評価や嚥下評価を行っています。

　摂食・嚥下リハビリテーションにおきましては、経口摂取が可能であるかどうかの定期的な評価がとても重要です。一度の評

価だけで予後を決めるのではなく、定期的に状態を観察しながら経口摂取の可能性を見極められるよう日々努力して行きた

いと思います。 （言語聴覚士　小田実穂子）

（
社
会
福
祉
士　

永
吉
渚
）

35号

『
や
す
ら
ぎ
』〜
連
携
室
〜

　

平
成
二
七
年
一
〇
月
二
〇
日（
火
）に
第
一
九
回
地

域
連
携
会
を
ウ
イ
ン
グ
松
橋（
文
化
ホ
ー
ル
）で
開

催
し
ま
し
た
。当
会
は
、地
域
連
携
に
関
す
る
啓
発
、

研
修
及
び
情
報
の
収
集
・
提
供
を
目
的
と
し
て
実
施

し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
情
報
提
供
と
し
て
、初
め
に
江
上
院
長
よ

り「
地
域
医
療
支
援
病
院
」と
題
し
、当
院
の
開
院
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
の
病
院
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。

次
に
地
域
医
療
連
携
室
の
石
井
副
主
任
よ
り「
下
益

城
郡
医
師
会 

在
宅
医
療
連
携
拠
点
事
業
に
つ
い
て

〜
カ
ナ
ミ
ッ
ク
シ
ス
テ
ム
と
は
〜
」と
題
し
、情
報
共

有
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

講
演
会
で
は
、竹
田
副
院
長
よ
り「
高
齢
者
糖
尿

病
の
治
療
と
ケ
ア
」の
演
題
で
、総
論
か
ら
治
療
法
、

合
併
症
の
注
意
点
、高
齢
者
特
有
の
問
題
ま
で
幅
広

い
内
容
の
講
演
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、院
外
の
医
療
・
介
護
の
八
七
機
関
か

ら
一
七
一
名
、院
内
一
〇
五
名
の
合
計
二
七
六
名
と
多

数
の
方
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
地
域
連
携
会
開
催
を
重
ね
な
が
ら

地
域
住
民
の
方
や
医
療
機
関
、施
設
、居
宅
介
護
支

援
事
業
所
や
訪
問
看
護
事
業
所
等
の
皆
様
と
連
携

を
深
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。今
後
も

地
域
の
関
係
機
関
の
方
々
の
ご
参
加
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
あ
げ
ま
す
。

■
第
一
九
回 

地
域
連
携
会
■

担当医や看護師に申し出ていただくか、
直接「医療福祉相談室（地域医療連携室）」にお越し下さい。

※事前に電話などで面接のご予約をしていただくことも
出来ます。また、電話でのご相談もお受けいたします。

相談を
ご希望の方へ

相談を
ご希望の方へ

○時間：日・祝日を除く、月曜日～土曜日8：30～17：30 　○場所：１階（外来30番受付斜め前）

医療福祉相談室(地域医療連携室)

TEL/0964-32-3218（直通） 0964-32-3111（代表）

　　　  リハビリテーション病棟
における言語聴覚士の関わり
回復期

地域連携会の様子
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外来診療医師一覧表 受付時間／8：30～12：00

診     療    科 月 火 水 木 金 土

外　　科 午前
新来
再来

新来
再来
新来
再来
新来
再来
新来
再来

新来
再来

新来
再来

新来
再来
新来
再来

多森靖洋
多森靖洋
多森靖洋
宮本久督
宮本久督
福田秀明
福田秀明
神波やよい
神波やよい

－
－

宮本久督
山城和馬
山城和馬
山城和馬
板井義男
板井義男
板井義男
竹田晴生
竹田晴生
井　賢治
井　賢治
中村武利
前田陽夫
井　賢治
栗﨑貴
福田秀明
山城和馬

竹田晴生/蛯原賢司
盛三千孝
盛三千孝

並川和男（非）

前田健晴
前田健晴
前田健晴
小山田直朗
小山田直朗
福田秀明
福田秀明
盛三千孝
盛三千孝
－
－

盛三千孝
担当医
担当医
担当医
板井義男
板井義男
板井義男
江上寛
江上寛
－
－
－

前田陽夫
赤城哲哉
松田貞士
小山田直朗
担当医
竹田晴生
中村武利
－

蛯原賢司

栗﨑貴
担当医
栗﨑貴
宮本久督
宮本久督
米良昭彦
米良昭彦
泉家康宏（非）
泉家康宏（非）
俵　望（非）
俵　望（非）
神波やよい
大多和聡
大多和聡
大多和聡
板井義男
板井義男
板井義男
竹田晴生

竹田晴生/松田貞士
荒川和也
荒川和也
－

前田陽夫
中野章
前田健晴
宮本久督
大多和聡

竹田晴生/蛯原賢司
盛三千孝
盛三千孝

神波やよい

栗﨑貴
栗﨑貴
栗﨑貴

宮本久督/小山田直朗
宮本久督/小山田直朗

－
－

老松　優（非）
老松　優（非）

－
－

蛯原賢司
藤枝浩司（非）
藤枝浩司（非）
藤枝浩司（非）
板井義男
板井義男
板井義男
松田貞士
松田貞士
－
－

中村武利
前田陽夫
赤城哲哉
井上耕太郎
福田秀明
藤枝浩司（非）
竹田晴生
盛三千孝
－

蛯原賢司

井上耕太郎
井上耕太郎
井上耕太郎
小山田直朗
小山田直朗
福田秀明
福田秀明
神波やよい
神波やよい

－
－

福田秀明
赤城哲哉
赤城哲哉
赤城哲哉
板井義男
板井義男
板井義男
竹田晴生
竹田晴生
荒川和也
荒川和也
－

前田陽夫
中野章
多森靖洋
小山田直朗
赤城哲哉

竹田晴生/蛯原賢司
中村武利
中村武利

並川和男（非）

担当医
救急対応

午後担当医

内　　科

消化器内科

呼吸器内科

循環器内科

神経内科

午前

午前

午前

午前

内科 午後担当医

整形外科 午前

午後担当医

小  児  科

総合診療科

午前

午前

午前

午後担当医

麻酔科（ペインクリニック）

泌尿器科
放射線科 読影担当医

外　科　系
内　科　系
整形外科系

～15時
15時～
午　前
午　後
担当医 予約制

－
リハビリ科 －

救命救急センター

糖尿病センター

腎透析センター
盛三千孝 又は
中村武利

－

リハビリテーション
センター －

健診センター －
＊診察には「紹介状」が必要です。（紹介状がない場合は、選定療養費として2,000円が必要となります。）  ※（非）：非常勤医師  平成27年12月1日更新

平成26年4月1日をもって増床により200床以上の医療機関へ移行しました。これに伴い、外来初診時は紹介状が必
要となりました。つきましては、他の保険医療機関等からの紹介状がなく、当院に直接来院される患者さんについては、
初診に係る費用として2,000円をお支払い頂くこととなりましたので、何卒ご理解下さいますようお願いいたします。

整形外科外来は、平成２６年９月１日より完全紹介型へ移行しました。初めて整形外科外来を受診される際、紹介状がな
い場合は診察ができません。必ず紹介状をご持参くださいますようお願いします。

《受付時間》　9：00～11：30
《受付時間》 13：30～15：30

外来初診時は紹介状（診療情報提供書）が必要です

※ただし、緊急その他やむを得ない事情により、他の医療機関からの紹介によらず来院した場合にあってはこの限りではありません。

宇城総合だより　2015年秋号の訂正について／病院食レシピの主食の表記に誤りがございました。　誤「米 160ｇ」→ 正「ご飯 80ｇ」

※受付時間／8：30～11：30

※受付時間／8：30～11：30

※受付時間／9：00～10：00

※受付時間／  8：30～12：00
　　　　　　14：30～16：30

※受付時間／（月） 10：00～11：30
　　　　　　（水）（金）8：30～11：30

整形外科外来は完全紹介型です

担当医
救急対応

＊
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・良質で安全な医療を実践します
・診療機能の充実を図り 地域のニーズに応えます
・接遇の向上に努め 快適な受療環境を提供します
・情報を公開し 公正な管理運営を行います
・勤務環境を改善し 魅力ある職場をつくります

・私たちは信頼される医療をとおして地域に貢献します
《 理　念 》

《基本方針》

〒869-0532  熊本県宇城市松橋町久具691
Tel.0964-32-3111 Fax.0964-32-3112

URL  http : / /www.reimeikai . jp/

平成27年度 理念・基本方針
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